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◆戦時中の日系人の強制収容についての検証 

 

Archives Unbound アーカイヴス・アンバウンド 
米国国立公文書館所蔵資料デジタル・アーカイヴ 

日系アメリカ人の戦時強制収容と 

抑留に関する委員会の公聴会資料 

Personal Justice Denied:  
Public Hearings of the Commission on Wartime Relocation and 

Internment, 1981  
  

(Source: U.S. National Archives / Content: 4,670 images) 
   FTE (学生数＋教職員数)    5,000 以下    5,001～15,000    15,001～30,000     30,001 以上 

   買い切り価格 価格は弊社までお問い合わせください 
※正式な見積価格は最寄りの弊社営業員に別途ご用命ください。 

※年間管理費（ホスティング・フィー）は不要です 

 
戦時中の日系人の強制収容については、1980 年になってようやく、大統領令 9066

号の発行に至る意思決定と大統領令の施行プロセスに関わる事実関係を検証し、大

統領令が転住・抑留命令を受けた米国市民権保有者と外国人に及ぼした影響を評価

し、然るべき補償を勧告することを目的として、米国議会に「戦時中の民間人の転

住並びに抑留に関する委員会」が設立されました。 
この任務を実行するために、同委員会は 1981 年 7 月から 12 月にかけて 20 日間の

公聴会を開催し、公聴会では合計 750 人以上の証言者が証言台に立ちました。証人

の内訳は、日系アメリカ人、収容計画を運用した元政府高官、被収容者、日系アメ

リカ市民連盟等の団体、歴史家、一般市民、当委員会の調査を研究する専門家など

で構成されています。証言記録はどれも被収容者の個人的体験を余すところなく伝えています。  
本資料は 1981 年 7 月から 12 月にかけて、ワシントン、ロサンゼルス、シカゴ、サンフランシスコ、シアトル、

アラスカ、ニューヨーク、ケンブリッジで開かれた公聴会の記録を収録します。 
 
 

◆プラットフォーム：Archives Unbound 

◆IP アドレス接続設定・同時アクセス無制限 

◆ページ送り、画面拡大・縮小、全画面表示、 

 輝度・コントラスト調整等のビューワ機能 

◆印刷・PDF ダウンロード可能 

◆メール送信、書誌自動生成、ブックマーク機能 

◆Google／Microsoft アカウントとのログイン 
    

第一級の学術研究史料をデジタル化！詳細は弊社まで 
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